





学 位 論 文 の 内 容 の 要 旨 
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（学位論文のタイトル） 
Prevention of children's exposure to second-hand smoke: a biochemical feedback 
























は，Enzyme-Linked ImmunoSorbent Assay (ELISA) を用いた．尿量による変動を考慮するた
め，尿中クレアチニン値で補正した 





























けた行動変容段階」が低いほど(OR 11.90, 95%CI 2.24– 63.30, p＜0.01)，「子どもの健康状態」
に不安のある者ほど(OR 4.23, 95%CI 1.34– 13.30, p＜0.05)，介入により行動変容段階が上昇し
たことが明らかとなった． 
 
考 察 
１．バイオケミカルフィードバック介入の行動変容段階への影響 
本研究では，子どもの受動喫煙の状況を通知するという，バイオケミカルフィードバックによっ
て，行動変容段階の上昇が認められた． 
子どものために禁煙するという介入は，喫煙者に親役割との間で役割葛藤を引き起こすとされ，
役割葛藤を引き起こす介入は，喫煙者を準備期に導く可能性があるとの先行研究がある．本研究で
用いたバイオケミカルフィードバック 単独の介入も，親役割との間で役割葛藤を引き起こし，行
動変容段階の上昇に結びついたのではないかと思われた． 
２．喫煙家族員の行動変容段階上昇の要因 
今回の研究では，二つの要因が明らかとなった．第一に，禁煙に向けた行動変容段階が低く禁煙
に関心がなかった場合，バイオケミカルフィードバックにより，喫煙家族員の行動変容段階が有意
に上昇した． 
喫煙者はしばしば受動喫煙による子どもへの影響を過小評価している傾向があるといわれており、
子どもの受動喫煙の状況を，尿中コチニン値により適切に認識してもらう今回の介入が，特に禁煙
に無関心であった者の意識の上昇につながった可能性は高い． 
第二に，子どもの健康状態に何らかの不安を持つ場合，喫煙家族員の行動変容段階が有意に上昇
  
 
 
した． 
今回の結果は，バイオケミカルフィードバック単独でも，子どもの健康状態への不安が，行動変
容段階の上昇に関連するという結果であり，子どもの健康不安の認識が，禁煙に向けての大きな要
因になることが，改めて確認された． 
３．今後の展望と実践への応用 
喫煙家族員の禁煙を目指した介入の際には，子どものための禁煙という視点を，行動変容段階を
進めるという観点からも重視する必要があると思われた．本研究の結果より，無関心期前半にある
喫煙家族員に，今回の手法が特に有効ではないかと思われる． 
なお，この介入により関心期以降となった喫煙家族員については，従来から成果が認められてい
る介入で，より効果的に禁煙に結びつけられると思われるので，関心期以降の喫煙家族員を対象と
した介入の仕組みも同時に確立する必要がある． 
 
結 論 
無関心期前半の喫煙家族員にバイオケミカルフィードバックによる介入を行うことで，禁煙に向
けての行動変容段階を上昇させ，結果として，禁煙者を増やすことにつながる可能性が示唆された． 
